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【
警
察
の
方
か
ら
の
講
評
】

○
理
科
教
室
で
対
応
し
た
髙
嶺
哲
朗
先
生
の
不
審
者
に

対
応
す
る
言
葉
か
け
や
行
動
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

○
全
職
員
の
連
携
や
個
々
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
出

来
て
い
ま
し
た
。

○
「
さ
す
ま
た
」
の
使
い
方
も
講
習
が
活
か
さ
れ
て
い

て
良
か
っ
た
で
す
。

○
児
童
が
先
生
の
言
う
こ
と
を
よ
く
聞
い
て
落
ち
着
い

五
月
二
十
四
日
（
金
）
の
二
校
時
、
本
校
で
は
、
「
不

て
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

審
者
対
応
避
難
訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た

。
「
平
和
ボ

○
職
員
の
連
携
が
と
れ
て
い
て
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

ケ
し
て
い
る
」
と
言
わ
れ
る
日
本
人
で
す
。
訓
練
と
は

△
今
回
不
審
者
役
は
現
役
の
警
察
官
で
、
業
者
を
装
っ

い
え
、
万
全
な
体
制
で
準
備
を
行
い
、
日
頃
か
ら
「
危

て
侵
入
し
ま
し
た
。
初
期
対
応
で
、
不
審
者
と
の
距
離

機
管
理
」
に
つ
い
て
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
全
職
員
体

が
近
す
ぎ
ま
す
。
刺
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
一

制
で
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
達
は
「
い
か
の

ｍ
二
十
㎝
以
上
は
離
れ
た
方
が
良
い
で
す
。

お
す
し(

行
か
な
い
・
乗
ら
な
い
・
大
き
な
声
で
叫
ぶ

△
「
さ
す
ま
た
」
は
不
審
者
を
刺
激
す
る
た
た
め
、
最
初
か
ら
見
せ
ず
、

・
す
ぐ
に
安
全
な
場
所
へ
逃
げ
る
・
知
ら
せ
る
）
」
の

い
ざ
と
い
う
時
に
使
っ
て
下
さ
い
。

心
構
え
に
つ
い
て
担
任
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

△
警
察
で
は
有
事
の
際
に
備
え
「
携
帯
電
話
の
必
携
」
が
義
務
づ
け
ら
れ

今
回
の
訓
練
で
も
、
前
々
日
の
五
月
二
十
二
日
（
水
）

て
い
ま
す
。
学
校
で
も
可
能
な
ら
検
討
し
て
下
さ
い
。

に
は
、
新
都
心
交
番
長
の
糸
満
強
志
さ
ん
と
生
活
安
全

【
校
長
よ
り
職
員
へ
周
知
し
た
い
こ
と
】

課
の
國
場
幸
人
さ
ん
、
宮
城
鮎
子
さ
ん
の
お
三
人
に
、

○
「
校
内
放
送
」
ま
で
の
時
間
は
四
分
五
十
九
秒
。
交
番
番
か
ら
本
校
ま

「
不
審
者
対
応
の
心
構
え
」
や
「
さ
す
ま
た
の
使
い
方
」

で
パ
ト
カ
ー
が
駆
け
つ
け
る
ま
で
に
約
五
分
。
パ
ト
カ
ー
が
到
着
す
る

等
の
講
習
を
受
け
、
全
職
員
で
連
携
の
ポ
イ
ン
ト
を
何

ま
で
「
避
難
と
不
審
者
を
止
め
た
こ
と
」
が
出
来
た
こ
と
は
非
常
に
素

度
も
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
緊
張
感
を
持
っ
て

晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
成
果
で
す
。

本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

○
見
知
ら
ぬ
人
が
学
校
内
に
入
っ
た
場
合
に
は
、
必
ず
声
か
け
・
挨
拶
を

当
日
の
一
連
の
主
な
流
れ
は
、

し
て
、
様
子
を
伺
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

①
理
科
教
室
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
突
然
不
審
者
侵
入
（
ど
こ

○
緊
急
時
に
は
、
「
過
日
（
五
月
十
九
日
の
『
引
き
渡
し
訓
練
』
）
の
流

か
ら
侵
入
す
る
か
は
未
知
）

れ
で
保
護
者
に
引
き
渡
し
を
行
い
ま
す
。

②
教
科
担
任
が
対
応
す
る
間
に
子
ど
も
達
は
声
の
リ
レ

○
こ
ど
も
園
に
も
緊
急
連
絡
体
制
作
り
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

ー
で
不
審
者
情
報
を
職
員
室
に
伝
え
、
直
ち
に
各
学
年

○
今
回
の
侵
入
経
路
以
外
に
も
、
ど
こ
か
ら
不
審
者
が
侵
入
し
て
き
て
も

フ
ロ
ア
ー
へ
避
難

全
職
員
が
対
応
で
き
る
様
に
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
常
に
考
え
て
い
く

③
職
員
室
（
教
頭
）
か
ら
校
長
へ
の
不
審
者
情
報
報
告

こ
と
が
大
切
で
す
。
「
振
り
返
り
」
を
行
い
、
各
々
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で

④
教
頭
は
緊
急
校
内
放
送
、
校
長
は
「
一
一
０
番
通
報
」

気
が
つ
い
た
こ
と
を
全
職
員
で
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑤
男
性
職
員
は
理
科
教
室
の
応
援
へ

△
携
帯
電
話
は
校
長
は
常
に
持
ち
歩
い
て
い
ま
す
。
各
学
年
で
ト
ラ
ン
シ

⑥
校
長
は
事
務
職
員
に
指
示
し
、
校
内
巡
視
（
避
難
遅

ー
バ
ー
が
使
え
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
学
年
に
一
人
は
携
帯
電
話
の

れ
の
児
童
の
確
認
及
び
施
錠
の
指
示

必
携
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑦
警
察
の
到
着
を
待
つ

【
保
護
者
の
皆
様
へ
】

⑧
教
頭
は
校
長
へ
の
報
告
と
校
内
放
送
と
い
う
流
れ
で

△
本
校
の
校
舎
の
構
造
か
ら
、
職
員
室
か
ら
一
階
の
教
室
の
様
子
が
全
く

す
。

見
え
ま
せ
ん
。
不
審
者
が
現
れ
た
ら
、
応
援
が
到
着
す
る
ま
で
、
担
任

不
審
者
役
は
現
職
の
警
察
官
。
対
応
し
た
職
員
は
、

一
人
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
各
学
年
教
室
の
掃
き

訓
練
と
わ
か
っ
て
い
て
も
あ
ま
り
の
迫
力
に
、
緊
張
感

出
し
（
窓
）
は
原
則
、
施
錠
を
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
が
来
校
し
た
と

が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
落
ち
着
い

き
に
は
、
随
時
開
け
閉
め
を
行
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
、
子
ど
も
達

て
児
童
指
示
を
出
し
、
児
童
達
は
速
や
か
に
避
難
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
命
を
守
る
為
の
措
置
で
す
。
ど
う
か
ご
理
解
下
さ
い
。

の
後
は
一
連
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
し
た
。

た
っ
た
一
つ
し
か
無
い
命
を
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
で
き
る
「
危

機
管
理
」
に
つ
い
て
徹
底
し
て
訓
練
し
て
い
き
ま
す
。

第 ７ 号

教育目標：「自ら学び 心豊かで たくましく生きる児童の育成」
大道っ子像： ◎よく考え 進んで学ぶ子(知)

◎明るく 思いやりのある子(心)
◎ねばり強く たくましい子(体）

「
不
審
者
対
応
避
難
訓
練
実
施
！
」

Ｈ31年5月27日

訓
練
を
終
え
て
（
講
評
と
今
後
の
取
組
）

新
職
員
の
紹
介
で
す
。
○
小
三
支
援
員
（
渡
嘉
敷
妙
子
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
○
安
心
安
全
支
援
員(

田
中
め
ぐ
み)
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